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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 31日 (2007.10.31)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 振 動 膜 と 、 当 該 振 動 膜 と の 間 に 空 隙 部 を 含 む よ う に 積 層 さ れ た 導 電 性 を 有 す る 固 定 極 層
と 含 む 音 響 装 置 に お い て 、
　 前 記 撥 水 層 を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 音 響 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 こ と を 特 徴 と す る

音 響 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 振 動 膜 と 、 当 該 振 動 膜 と の 間 に 空 隙 部 を 含 む よ う
に 積 層 さ れ た 導 電 性 を 有 す る 固 定 極 層 と

含 む 音 響 装 置 に お い て 、
　 前 記 撥 水 層 を 設 け た 、 と い う
構 成 が 採 用 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７

、 固 定 極 層 に お け る 振 動 膜 と 反 対 側 に 設 け ら れ た 多 孔 質 層 と
多 孔 質 層 の 少 な く と も 一 方 の 面 及 び 又 は 厚 み 方 向 中 間 部 に

前 記 撥 水 層 よ り 外 側 に は 、 水 蒸 気 を 吸 収 す る 捕 水 層 が 設 け ら れ て い る
請 求 項 １ 記 載 の

、 固 定 極 層 に お け る 振 動 膜 と 反 対 側 に 設 け ら れ た
多 孔 質 層 と

多 孔 質 層 の 少 な く と も 一 方 の 面 及 び 又 は 厚 み 方 向 中 間 部 に



【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 撥 水 層 よ り 外 側 に は 捕 水 層 が 設 け ら れ 、 と い う 構 成 も
好 ま し く は 採 用 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 撥 水 層 よ り 外 側 に 捕 水 層 を 設 け た 場 合 、 捕 水 層 に 吸 収 さ れ た 水 蒸 気 が 水 と な っ
て 撥 水 層 に 水 蒸 気 が 達 し 難 く な り 、 撥 水 層 で 水 分 が 透 過 す る こ と を よ り 良 く 回 避 す る こ と
が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 撥 水 層 ２ ０ の 外 側 に 捕 水 層 ２ ２ を 更 に 設 け た 構 成 も 考 え
ら れ る 。 こ の 際 、 捕 水 層 ２ ２ は 、 水 蒸 気 を 吸 収 す る と と も に 、 そ の 内 部 で 前 記 水 蒸 気 を 水

に 変 え る こ と が 可 能 な 活 性 炭 や シ リ カ ゲ ル な ど の 多 孔 質 材 料 の よ う な 素 材 に よ り 構 成 さ
れ る 。 こ れ に よ れ ば 、 水 蒸 気 が 撥 水 層 ２ ０ に 直 接 触 れ 難 く な る ば か り で な く 、 捕 水 し た 水
分 が 経 時 的 に 乾 燥 し て 撥 水 層 ２ ０ が 初 期 状 態 に 略 復 帰 す る の で 、 当 該 撥 水 層 ２ ０ に よ る 撥
水 効 果 を よ り 良 く 得 る こ と が 可 能 と な る 。
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、 水 蒸 気 を 吸 収 す る る
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